
















































































タイ トル 抽出水第 1しゃ断弁の疲労累積係数の算出根拠について

(6-1.2-36房憲)

説  明 抽出水第 1しゃ断弁の疲労累積係数の算出根拠は以下の通りである。

1.解析モデル

」SME S NC-12005/2007 VVB-3300に よる評価を実施 しているため角早

析モデルに該当するものはない。

評価パラメータは添付参照

2 材料物性

材質:ことLデ」
ヤング率 :1.78× 105(MPa)

熱膨張係数 :1.844× 105(ェ lll1/11m・ ℃)

3.最大評価点の選定

」SME S NC-12005/2007 VVB 3300の 規格計算をしているため該当する

ものはない。

4.応力分類

荷重の組合せ :圧力,配管反力,熱による応力

(」SME S NC-12005/2007 VVB-3800に よつて規定されている)

5.Ke係 数

簡易弾塑性解析を実施していないため該当なし。

6.環境評価パラメータ

添付参照

関西電力株式会社

分類 :弁 (玉形弁 )

美浜 3号炉 ―′氏サイ クル疲労-16revl

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。  I
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設計・建設規格のVVB 3800(弁 の応力評価)に従つた応力解析結果を表 1に示す。

また、設計 。建設規格のWB-3300(弁の応力評価)に従つた疲労累積係数 と、環境疲労評

価手法による環境疲労累積係数の算出結果を表 2に示す。

表 1 応力解析結果

」辛 " チaに生す ら応力はす｀て洋事応力以下であるので,4復 jユ十分 である。
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表 2 疲労累積係数・環境疲労評価結果

注)Spi:ピ ーク応力強さの変動幅 (MPa)、

N/N*:疲 労累積係数、

ε:ひずみ速度 (%/s)、

T*:温度依存パラメータ、

を示す。

-0,026

N:繰 り返し回数 (回 )、

△t:過度継続時間 (s)、

ε*:ひずみ速度依存パラメータ、

Fen:環境効果補正係数、

―→0.535

N*:許容繰り返し回数 (回 )、

E:縦弾性係数 (MPa)、

T:温度 (℃ )、

Fen× N/N*:環境疲労累積係数

L
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乗坑効果補正係数 (Fen)の算出根拠

環境疲労補正係数については、環境疲労評価手法の簡易評価手法によって算出してい

る。
… ■

る

例として起動時及び停止時の過渡の組み合わせ Fe噺L
の導出の過程を説明す

』

環境疲労評価手法 EF-2320(オーステナイ ト系ステンレス鋼及びこれらの溶接部)よ
り、PWRプ ラント環境 (鋳鋼)では、下記のように定まる。

ln(Fあ )=((デ ーど
4)xT孝

C=3.910

ぢ・=in(49。9):♭ >49。9k%/s)

ど・=in(ど ):[).00004≦ ど ≦49。9k%/J)

歩・=1■(0,00004):♭ <0.00004kO/0/s)

T・ =0.000782 x T:「 ≦325k°C)

T・ =0。254:レ >325k°C)

こで、

L I

ε<0.00004(0/0/S)

であるから、ゴ=ln(o,oo004)=-10。 126631

T=L~Ξ Ξニ

であるので、T◆ ■

したがって、

1

1

ち =I
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ピー ク応力強 さ 動幅Spiの 考え方

抽出水第 1しゃ断弁のピーク応力強さの変動幅 (Spi)は設計・建設規格 (」SME S NC l

2005/2007)の VVB 3300(弁 の応力評価)に従つて算出している。

例 として各過渡の中で最も Fen× N/N*が 大きい H28[抽 出ラインの隔離及び復帰]一

C80[抽 出ラインの隔離及び復帰]の過渡組み合わせ Spi=L_「」の導出の過程を説明す

る。

ИP′
"
図

:図 WB-3330-1に 示すAA断面における金属部の厚さ = L
lmm

供用状態A及び供用状態 Bにおける弁箱の疲労評価について、ピーク応力強さの変動幅

は、以下のとお り式VVB-17を用いて算出する。

S〃 =4△F易皓+α動+αβ△みに3C4+C∋   ωⅦ■の

静麟、こ撃濫盈越、す累駐写乙I言
」Ma

冷
　
ん

α:材料の線膨張係数 =I… 」×10‐
6mttmm℃

E:材料の縦弾性係数 =1日■ 二日楠h   
… … …

働 :表VVB 3360-1に より求めた応力係数 =L__1

:!::憂十十:三 ::,i二〔|::子奈|:を 4:究 :二94亘 |::|:::「

L

ИT′ :液体温度変動の振幅 =T汀(加熱過程の温度差)+乳(冷却過程の温度差)

ここで、加熱過程であるH28[抽 出ラインの隔離及び復帰]の温度差力肖_」滞、冷却過程で

あるC30[抽出ラインの隔離及び復帰]の温度差AL}で あるため、

=み ~発
司△T/

したがって、

SP,=4Δみη(考 +0・ 5)+αど△
T′ (C3C4+C5)

I

L… … …
=L_… W'

Spiについて、各過渡の組み合わせ毎の応力の大小は温度変動量で決まっており、他の

過渡に比べ、温度変動量が大きい抽出ラインや充てんラインの隔離及び復帰の過渡組み合

わせにおけるSpiが 高くなっている。

以  上
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